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研究成果の概要：本研究課題では，ライフスタイル（生活習慣）を摂食・生体情報として恒常
的に収集（ライフログコンテンツ化）し，医学的・栄養学的知見により解析・診断し，その結
果を健康改善のための指標としてユーザの生活改善へのフィードバックする統合的ヘルスケア
システムの構築を行った． 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 現代的な生活習慣に起因する生活習慣
病は，日本人の死因の３分の２を占めるに至
っている．医師の不足，医療費の増大などの
問題はもとより，高齢者が健康に安心して生
活を送ることができるよう，生活習慣病を発
症前に未然に防ぐことが，社会的な緊急課題
となっている．また近年，発症は若年化の傾
向にあり，青年期からその傾向を把握し生活
改善により予防することが火急の課題とな
っている．生活習慣病は日々の生活習慣の蓄
積として発病する性質上，日常生活における
食生活ならびに生体情報を長期的にモニタ
リングすることによって，はじめてその傾向
を把握することが可能である． 
(2) 生活習慣病には，遺伝的要因と生活習慣
要因が係っていると言われている．前者は個
人差があることを示しており，後者は日々の
生活における就寝時間，摂食栄養素，有酸素
運動などが該当する．これまでの多くの研究
では，集団における疾病生起要因を統計的に
示す手法が主であったが，IT を利用すること
により，個々人の生活習慣を微細かつ長期的
にモニタリングすることが可能になり，様々
な要因のうちどの要因が，また，どのような
サイクル（週，月，年オーダ）において疾病
誘発に関連しているのかが判るようになる．
これらの因果関係が知ることにより，個々人
に対応したテイラーメイドの健康指導を行
うことができる． 
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２．研究の目的 
(1) 摂食・生体情報取得ｲﾝﾀﾌｪｰｽの確立 
 情報取得インタフェースはユーザに負担
をかけることなく，恒常的に情報を取得でき
るシステムとなっていることが肝要である．
ユーザが普段身に着けている携帯電話のア
プリケーションにより，メニュー選択，バー
コード撮影などにより簡便に摂食情報を入
力できるだけでなく，web インタフェースと
しても入力可能とすることにより，フルブラ
ウザ機能付携帯電話，家庭のＰＣ等からも簡
便に入力可能とする．また，摂食情報入力が
楽しくなる工夫としてブログ（blog）形式に
て日記のように過去の生活を俯瞰できるイ
ンタフェースを開発する．健康情報入力装置
と相まって，これら摂食・健康情報入力イン
タフェースがユーザに負担を掛けることな
く恒常的情報収集が可能であることを被験
者実験を通して明らかにする． 
(2) 疾病兆候診断アルゴリズムの確立 
 多くのユーザによる摂食・健康情報をもと
に，データマイニング，機械学習などの IT
における手法を利用することにより，個々人
に対応した疾病兆候の判別手法を確立する．
具体的には肥満症，高血圧症の予防を対象と
し，医学的知見を参考にしつつ，因子分解，
データマイニング，機械学習等の手法を利用
し，疾病の兆候を判別する． 
(3) 健康状態俯瞰インタフェースの確立 
 ウェブベースの健康状態俯瞰インタフェ
ースを開発し，日々の摂食・健康情報を俯瞰
させるとともに，疾病兆候診断結果を提示す
る．このフィードバックが日々の健康状態の
改善に繋がることを明らかにし，個人に適応
した，診断・診療から治癒に至るトータルな
ライフケアシステムを実現する． 
 
３．研究の方法 
(1) 摂食・生体情報のライフログコンテンツ
化インタフェースの開発 
携帯電話を端末装置として，日々の摂食情
報ならびに生体情報を取得（コンテンツ化）
する装置を開発する．機器の構成は以下の通
りである．摂食情報の取得は，KDDI の携帯
電話を用いてBREWアプリとして開発する．
食事のカテゴリからのメニュー選択を基本
とする．また，大手外食チェーン店のメニュ
ーについては店舗情報よりメニュー選択で
きるようにし，スーパー等で販売されている
バーコード付のパッケージ食品については
携帯電話のカメラによる読み取りにより簡
便に入力ができるようにする（地元大手スー
パーマーケットより情報提供の協力を得て
いる）．生体情報の取得には，ウェアラブル
な加速度計による運動量（消費カロリー）を，
体重計により体重ならびに体脂肪率を，血圧
計により血圧ならびに心拍数を取得する．こ
れらの生体情報は全て家庭の PC を介して，
一方，携帯電話による摂食情報は電子メール
により，情報が取得されたタイムタグを付し
て，コンテンツ集約サーバに蓄積されるよう
にする．サーバはデータ送信元の個人を特定
できるため，個々人毎の摂食・生体情報をタ
イムスタンプ付で管理できるようになる． 
また，摂食情報については一般のウェブブラ
ウザからも入力できるよう，PHP を用いた入
力インタフェースを開発する．これにより，
KDDI 以外のユーザでも家庭においては PC
にて，また，フルブラウザ機能を持つ携帯電
話においても摂食情報の入力が可能となる． 
開発したインタフェースシステムの有効性
を検証するとともに，以下の健康状態解析の
基礎データを取得するために，多数の被験者
を使ってデータ収集を行う．さらに，本被験
者実験を通じて，インタフェースシステムの
改善を行う． 
図１ システム構成 
 
(2) 健康状態解析システムの開発 
取得されるライフログコンテンツをデー
タマイニングならびに統計情報処理するこ
とにより，行動状況ならびに健康状態を解析
する．具体的には，摂食情報を約 45 の必須
栄養素に分類し，摂取時刻を元に，残留予測
時間に基づいて積分することにより，栄養素
毎に充足率を計算する．また，運動量，体重，
体脂肪率ならびに摂取カロリーを元に，肥満
に対する傾向を解析するとともに，血圧なら
びに摂取塩分を元に高血圧症に関する傾向
を解析し，生活習慣病の病理的知見に基づく
健康状態の解析を行う．データの解析には因
子分解，データマイニング，機械学習等の手
法を利用する． 
 
(3) 健康状態俯瞰インタフェースの開発 
 取得される日々の食事情報をウェブログ
化する．また，上記により解析された摂食・
生体情報を時系列的にグラフィック表示さ
せることにより，健康状況を本人が俯瞰でき
るようにする．これらを本人のみが PC なら
びに携帯電話にて俯瞰可能とすることによ
り，一つには摂食・生体情報の入力の負荷に
対して，俯瞰する楽しみを与え，恒常的な情
報取得を可能とする効果が期待できる．さら
  
には，自らの健康状態を見せることにより，
内省を促す効果がある．これにより，自らが
健康に留意するようになり，日々の食生活な
らびに適切な運動を行うようになるなど，ヘ
ルスケアを誘導する効果が期待できる． 
 
(4) 献立作成支援システムの開発 
 研究代表者が開発した調理作業支援シス
テムでは，パントリー内にある食材より，調
理可能な献立を表示するとともに，選択され
た献立をレシピーに基づきロボットならび
にタッチディスプレイにより，調理手順を適
切に指示することができる．解析された健康
状況ならびに食材情報より，健康に留意した
献立を候補として表示するインタフェース
を作成し，食生活の改善を図る． 
 
(5) フィールドテスト 
被験者実験により，実データに基づいて検
証を行う．一般のユーザにとって，入力イン
タフェースが使いやすいものになっている
か，適切な健康診断が行われているか，また，
俯瞰インタフェースによるフィードバック
効果について検証し，システムのチューニン
グを行う． 
 
４．研究成果 
 (1) 摂食・生体情報のライフログコンテンツ
化インタフェースの開発 
携帯電話を端末装置として，日々の摂食情
報ならびに生体情報を取得（コンテンツ化）
する装置を開発した．図２に生体情報取得シ
ステムの概観を示す．  
図２ 生体情報取得システム 
また摂食情報入力インタフェースを開発
した（図３参照）．図３はウェブ上での入力
画面であるが携帯電話による入力インタフ
ェースにおいても同様の画面表示がされ，
日々の摂食情報の入力が可能となっている．
さらに，携帯電話では，スーパー等で販売さ
れているバーコード付のパッケージ食品に
ついて，携帯電話のカメラによる読み取りに
より簡便に入力ができるようになっている．  
図３ 摂食情報入力インタフェース 
 
(2) 健康状態解析システムの開発 
取得されるライフログコンテンツをデー
タマイニングならびに統計情報処理するこ
とにより，行動状況ならびに健康状態を解析
した．日々のカロリー収支の状況から，その
数週間後に現れる体脂肪量の増減を予測し，
健康アドバイスを行うことのできるインタ
フェースを開発した． 
図４ 体脂肪量予測インタフェース 
図５ 健康状態俯瞰インタフェース 
  
(3) 健康状態俯瞰インタフェースの開発 
 取得される日々の食事情報をウェブログ
化し，健康状況を本人が俯瞰できるインタフ
ェースを開発した（図５参照）． 
 
(4) 献立作成支援システムの開発 
 解析された健康状況ならびに食材情報よ
り，健康に留意した献立を候補として表示す
るインタフェースを作成した（図６）．  
図６献立作成支援システム 
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